
事業者から一言 美味しいコーヒーいっしょに作ろう！

0807

培ってきたブランド力をさらに進化させて
LIVE COFFEという新たな楽しみの提案を!

1.取り組みの経緯
近年、安くて美味しいコーヒーがコンビニでいつでもすぐに手に入るよ
うになり、コーヒー消費は普通の日常に定着してきた。一方で大手
コーヒーチェーンの進出により、店舗間の競争も激しくなっている。そ
の上にコロナ禍がテイクアウト需要の高まりを生んでいた。こうした状
況を踏まえ、他との差別化を図り、新しい消費動向に対応するため、
品質向上とオリジナル商品の強化をめざした。

目視で効率の悪かったピッキング工程を自動化することで、生豆の完
璧な選別が実現した。また、創業来のこだわりであるネル方式の円錐
形フィルターを開発し、焙煎後すぐにパックできるよう包装機を導入。
鮮度高く美味しいオリジナルドリップコーヒーパックが誕生した。モバ
イルオーダー・キャッシュレス・パーキングドライブスルーシステム構築
により、テイクアウト需要にも応えていく。

包装機を自社に備えることで、鮮度の良さに加え、小ロット多品種展
開が可能となり、商品価値を高めることができた。ネル式円錐形フィ
ルターのドリップバックは、その美味しさが認知されてきており、確実に
オーダーが増えている。今後、さらに小さなロットでオリジナルデザイン
にも対応する設備を導入予定であり、お客様の毎日にもっともっと
コーヒーの楽しみを広げていく。

世界の産地へ経営者自ら足を運び、五感で確かめる。
信頼できる農園から選び抜いて買い付けた豆を
焙煎・抽出にもこだわり抜いて、創りあげたブランド。
もっともっとコーヒーを楽しんでほしいから上質を極め続け、
さらに美味しく香り高いLIVE COFFEを届けたい。

クオリティの高いコーヒーパックの次は、
プラスαの魅力の創出として、山城店で
の「LIVE COFFEE」を考えています。お好
みの生豆をその場で焙煎して味わってい
ただいたり、お持ち帰りいただいたり。
焙煎機から上がる湯気、引き立ての香
り、味、コーヒーの魅力をLIVEで楽しんで
いただきたいです。
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ブランド力強化のための自動選別機と
小ロット対応のネルドリップコーヒー包装機

MONOZUKURI MONOZUKURI

2.実施内容

3.取り組みの成果

▲創業来、ネルドリップにこだわり続けて

▲シュート式コーヒー豆自動光選別機

▲ドリップコーヒーパック包装機

代表取締役社長
小原 健亮氏

有限会社オハラ TOKUSHIMA COFFEE WORKS

有限会社オハラ
〒770-8054
徳島県徳島市山城西1-7
Tel.088-655-8877 Fax.088-655-9987
●代表取締役社長 小原 健亮
●設立年月日 平成1年5月
●資本金 1,000万円
●業種 飲食業
●従業員数 26名
●ホームページ https://coffee-w.com/


